
京都市告示第４７８号 

 京都市眺望景観創生条例（以下「条例」という。）第６条第１項の規定に基づき，眺望空

間保全区域，近景デザイン保全区域及び遠景デザイン保全区域を変更するとともに，それ

ぞれの区域について第８条第１項各号に規定する別に定める標高，建築物等の形態及び意

匠並びに建築物等の外観及び屋根等の色彩の基準を変更したので，平成１９年９月１日京

都市告示第２０７号（京都市眺望景観創生条例に基づく眺望空間保全区域等の指定等）を

次のように改め，第６条第３項（第８条第３項において準用する場合を含む。）の規定によ

り告示し，第６条第４項（第８条第３項において準用する場合を含む。）の規定により関係

図書を縦覧に供します。 

  平成２３年３月２８日 

                          京都市長 門 川 大 作   

  

１ 指定する区域等 

  条例第６条第１項の規定に基づき指定する眺望空間保全区域，近景デザイン保全区

域及び遠景デザイン保全区域は，都市計画区域のうち，眺望景観の種別に応じて定め

た別表（い）欄の対象地ごとに規定する同表（ろ）欄に掲げる区域（市街化区域のう

ち，山科区の区域で東経１３５度４７分４５秒以東の範囲を除く。）とする。 

  条例第８条第１項各号に規定する別に定める標高，建築物等の形態及び意匠並びに

建築物等の外壁及び屋根等の色彩の基準は，別表（い）欄の対象地ごとに条例第６条

第１項により規定する同表（ろ）欄に掲げる区域に応じ，同表（は）欄に掲げるとお

りとする。ただし，建築物等の形態及び意匠並びに建築物等の外壁及び屋根等の色彩

の基準（以下「形態意匠基準」という。）にあっては，美観地区，美観形成地区，風

致地区又は建造物修景地区内にある建築物等で，当該各地区において定められた形態

意匠基準に適合し，かつ，市長が優れた眺望景観を阻害しないと認めるものについて

は，適用しないことができる。 

  

  



別表 

（い） （ろ） （は） 

眺望景観保全地域 
種別 対象地 

視点場の位

置又は範囲 区域の種別 区域の範囲 
基準 

境内の

眺め 

１ 賀茂

別雷神社

（上賀茂

神社） 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図１

に示す範囲

（別図は，京

都市都市計

画局都市景

観部市街地

景観課及び

風致保全課

に備え置い

て一般の縦

覧に供する。

以下同じ。） 

近景デザイン

保全区域（約

１３２．８ヘ

クタール） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

１に示す範囲 

 

１ 建築物等は，賀茂別雷神社境内

の歴史的建造物，樹木等及びそれ

らの背景にある空間によって一

体的に構成される良好な景観を

阻害してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 屋根勾配が１０分の３か

ら１０分の４．５までの勾配

屋根（以下「特定勾配屋根」

という。）とすること。 

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色(「京都都市計画

(京都国際文化観光都市建設計

画)景観地区の計画書」の「形

態意匠の制限に係る共通の基

準 ７」に定める色彩をいう。

以下同じ。)を用いないことと

し，境内の歴史的建造物，樹木

等及び周辺の自然景観との調

和に配慮したものとすること。

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 ２ 賀茂

御祖神社

（下鴨神

社） 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図２

に示す範囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１５９．

１ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

２に示す範囲 

１ 建築物等は，賀茂御祖神社境内

の歴史的建造物，樹木等及びそれ

らの背景にある空間によって一

体的に構成される良好な景観を

阻害してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 



  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等の良好な眺めを

阻害しないものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物や樹木

等との調和に配慮したものと

すること。 

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 ３ 教王

護 国 寺

（東寺） 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図３

に示す範囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１３２．

３ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

３に示す範囲 

１ 建築物等は，教王護国寺境内の

歴史的建造物，樹木等及びそれら

の背景にある空間によって一体

的に構成される良好な景観を阻

害してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。  

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等の良好な眺めを

阻害しないものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物や樹木

等との調和に配慮したものと

すること。 

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 ４ － １ 

清水寺 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図４

に示す範囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１５１．

０ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

４－１に示す

範囲 

１ 建築物等は，清水寺境内の歴史

的建造物，樹木等及びそれらの背

景にある空間によって一体的に

構成される良好な景観を阻害し

てはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 



  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物，樹木

等及び周辺の自然景観との調

和に配慮したものとすること。

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 ４ － ２ 

清 水 寺

「 奥 の

院」から

の市街地 

「奥の院」の

舞台の点（北

緯３４度５

９分４０秒，

東経１３５

度４７分８

秒） 

 

近景デザイ

ン保全区域

（約１５．４

ヘクタール）

視点場からそ

れぞれ西大路

御池交差点の

中心を通り引

いた直線と東

福寺交差点の

中心を通り引

いた直線とで

挟まれた，視

点場からの水

平距離が５０

０メートル以

内の別図４－

１に示す範囲 

 

１ 建築物等は，清水寺境内から望

見できる境内の歴史的建造物，樹

木等及びその背景となる広大な

市街地によって一体的に構成さ

れる良好な景観を阻害してはな

らない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物，樹木

等及び周辺の自然景観との調

和に配慮したものとすること。

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 



   遠景デザイ

ン保全区域

（約１０，６

５５．９ヘク

タール） 

視点場からそ

れぞれ西大路

御池交差点の

中心を通り引

いた直線と東

福寺交差点の

中心を通り引

いた直線とで

挟まれた別図

４－２に示す

範囲（近景デ

ザイン保全区

域を除く。） 

建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，山

並みや市街地の町並みとの調和に

配慮したものとすること。 

 ５ 醍醐

寺 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図５

に示す範囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約３２３．

３ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

５に示す範囲 

１ 建築物等は，醍醐寺境内の歴史

的建造物，樹木等及びそれらの背

景にある空間によって一体的に

構成される良好な景観を阻害し

てはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物，樹木

等及び周辺の自然景観との調

和に配慮したものとすること。

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 ６ 仁和

寺 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図６

に示す範囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１３７．

９ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

６に示す範囲 

１ 建築物等は，仁和寺境内の歴史

的建造物，樹木等及びそれらの背

景にある空間によって一体的に

構成される良好な景観を阻害し

てはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 



  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物，樹木

等及び周辺の自然景観との調

和に配慮したものとすること。

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 ７ 高山

寺 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図７

に示す範囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１５６．

６ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

７に示す範囲 

１ 建築物等は，高山寺境内の歴史

的建造物，樹木等及びそれらの背

景にある空間によって一体的に

構成される良好な景観を阻害し

てはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物，樹木

等及び周辺の自然景観との調

和に配慮したものとすること。

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 



 ８ 西芳

寺 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図８

に示す範囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１０７．

７ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

８に示す範囲 

１ 建築物等は，西芳寺境内の歴史

的建造物，樹木等及びそれらの背

景にある空間によって一体的に

構成される良好な景観を阻害し

てはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物，樹木

等及び周辺の自然景観との調

和に配慮したものとすること。

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 ９ 天龍

寺 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図９

に示す範囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１２６．

２ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

９に示す範囲 

１ 建築物等は，天龍寺境内の歴史

的建造物，樹木等及びそれらの背

景にある空間によって一体的に

構成される良好な景観を阻害し

てはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色



彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物，樹木

等及び周辺の自然景観との調

和に配慮したものとすること。

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 １０ 鹿

苑寺（金

閣寺） 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図１

０に示す範

囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１５０．

１ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

１０に示す範

囲 

１ 建築物等は，鹿苑寺境内の歴史

的建造物，樹木等及びそれらの背

景にある空間によって一体的に

構成される良好な景観を阻害し

てはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物，樹木

等及び周辺の自然景観との調

和に配慮したものとすること。

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 １１－１ 

慈 照 寺

（ 銀 閣

寺） 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図１

１に示す範

囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１１３．

４ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

１１－１に示

す範囲 

１ 建築物等は，慈照寺境内の歴史

的建造物，樹木等及びそれらの背

景にある空間によって一体的に

構成される良好な景観を阻害し

てはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ



ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物，樹木

等及び周辺の自然景観との調

和に配慮したものとすること。

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

近景デザイ

ン保全区域

（約２３．９

ヘクタール）

視点場からそ

れぞれ高野交

差点の中心を

通り引いた直

線と東福寺交

差点の中心を

通り引いた直

線とで挟まれ

た，視点場か

らの水平距離

が５００メー

トル以内の別

図１１－１に

示す範囲 

１ 建築物等は，慈照寺境内から望

見できる境内の歴史的建造物，樹

木等及びその背景となる広大な

市街地によって一体的に構成さ

れる良好な景観を阻害してはな

らない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の樹木等及び周辺の自

然景観との調和に配慮したも

のとすること。 

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 １１－２ 

慈 照 寺

「 展 望

所」から

の市街地 

展望所の点

（北緯３５

度１分３６

秒，東経１３

５度４７分

５７秒） 

遠景デザイ

ン保全区域

（約２３，５

９９．１ヘク

タール） 

視点場からそ

れぞれ高野交

差点の中心を

通り引いた直

線と東福寺交

差点の中心を

 建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，山

並みや市街地の町並みとの調和に

配慮したものとすること。 

 



通り引いた直

線とで挟まれ

た別図１１－

２に示す範囲

（近景デザイ

ン保全区域を

除く。） 

 １２ 龍

安寺 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図１

２に示す範

囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１１５．

３ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

１２に示す範

囲 

１ 建築物等は，龍安寺境内の歴史

的建造物，樹木等及びそれらの背

景にある空間によって一体的に

構成される良好な景観を阻害し

てはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等及び周辺の山並

みの良好な眺めを阻害しない

ものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物，樹木

等及び周辺の自然景観との調

和に配慮したものとすること。

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 １３ 本

願寺 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図１

３に示す範

囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１２９．

０ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

１３に示す範

囲 

     

１ 建築物等は，本願寺境内の歴史

的建造物，樹木等及びそれらの背

景にある空間によって一体的に

構成される良好な景観を阻害し

てはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。  

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，境内の歴

史的建造物等の良好な眺めを

阻害しないものとすること。 



  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，境内の歴史的建造物や樹木

等との調和に配慮したものと

すること。 

  良好な境内の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

 １４ 二

条城 

世界遺産の

登録資産の

うち，別図１

４に示す範

囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１６３．

２ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

１４に示す範

囲 

１ 建築物等は，二条城の歴史的建

造物，樹木等及びそれらの背景に

ある空間によって一体的に構成

される良好な景観を阻害しては

ならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。  

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，城郭内の

歴史的建造物等の良好な眺め

を阻害しないものとすること。

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，城郭内の歴史的建造物や樹

木等との調和に配慮したもの

とすること。 

  良好な城郭内の眺めの保全

に支障となる建築設備，工作物

等を設けないこと。 

 １５ 京

都御苑 

京都御苑の

敷地のうち，

別図１５に

示す範囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約２７３．

９ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

１５に示す範

囲 

１ 建築物等は，京都御苑の歴史的

建造物，樹木等及びそれらの背景

にある空間によって一体的に構

成される良好な景観を阻害して

はならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。  

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，御苑内の

歴史的建造物等の良好な眺め

を阻害しないものとすること。

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，御苑内の歴史的建造物や樹

木等との調和に配慮したもの

とすること。 



  良好な御苑内の眺めの保全

に支障となる建築設備，工作物

等を設けないこと。 

 １６－１ 

修学院離

宮 

修学院離宮

の敷地のう

ち，別図１６

に示す範囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約２２２．

０ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

１６－１に示

す範囲 

１ 建築物等は，修学院離宮の歴史

的建造物，樹木等及びそれらの背

景にある空間によって一体的に

構成される良好な景観を阻害し

てはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，離宮内の

歴史的建造物等及び周辺の山

並みの良好な眺めを阻害しな

いものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，離宮内の樹木等及び周辺の

自然景観との調和に配慮した

ものとすること。 

  良好な離宮内の眺めの保全

に支障となる建築設備，工作物

等を設けないこと。 

 １６－２ 

修学院離

宮「隣雲

亭」から

の岩倉方

面 

「隣雲亭」の

点（北緯３５

度３分１４

秒，東経１３

５度４８分

１３秒） 

近景デザイ

ン保全区域

（約２４．０

ヘクタール）

視点場から万

松塢の中心を

向いてそれぞ

れ左へ９０度

の方向に引い

た直線と右へ

２０度の方向

に引いた直線

と で 挟 ま れ

た，視点場か

らの水平距離

が５００メー

トル以内の別

図１６－１に

示す範囲 

１ 建築物等は，隣雲亭から岩倉方

面を眺めるときの離宮内の歴史

的建造物，樹木等及びその背景と

なる山並みによって一体的に構

成される良好な景観を阻害して

はならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，離宮内の



歴史的建造物等及び周辺の山

並みの良好な眺めを阻害しな

いものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，離宮内の歴史的建造物，樹

木等及び周辺の自然景観との

調和に配慮したものとするこ

と。 

  良好な離宮内の眺めの保全

に支障となる建築設備，工作物

等を設けないこと。 

  遠景デザイ

ン保全区域

（約２０，８

０５．６ヘク

タール） 

視点場から万

松塢の中心を

向いてそれぞ

れ左へ９０度

の方向に引い

た直線と右へ

２０度の方向

に引いた直線

とで挟まれた

別図１６－２

に示す範囲（近

景デザイン保

全 区 域 を 除

く。） 

 建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，山

並みとの調和に配慮したものとす

ること。 

 

１７ 桂

離宮 

桂離宮の敷

地のうち，別

図１７に示

す範囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１２７．

０ヘクター

ル） 

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

１７に示す範

囲 

１ 建築物等は，桂離宮の歴史的建

造物，樹木等及びそれらの背景に

ある空間によって一体的に構成

される良好な景観を阻害しては

ならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，離宮内の

歴史的建造物等の良好な眺め

を阻害しないものとすること。

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，離宮内の歴史的建造物や樹

木等との調和に配慮したもの



とすること。 

  良好な離宮内の眺めの保全

に支障となる建築設備，工作物

等を設けないこと。 

１８ 御

池通 

堀川通東詰

から御池大

橋西詰まで

の御池通 

近景デザイ

ン保全区域

（約１９．３

ヘクタール）

堀川通東詰か

ら御池大橋西

詰までの御池

通の境界線か

らの水平距離

が３０メート

ル以内の別図

１８に示す範

囲 

１  建築物等は，アイストップとな

る東山や西山の山並みと御池通

沿道の中高層建築物等によって

一体的に構成される良好な景観

を阻害してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋上部は，良好なス

カイラインの形成に資するも

のとすること。 

  建築物等の各部は，山並みの

良好な眺めを阻害しないもの

とするとともに，優れた沿道景

観を形成するものとすること。

  良好な通りの眺めの保全及

び形成に支障となる建築設備，

工作物等を設けないこと。 

１９ 四

条通 

堀川通東詰

から東大路

通東詰まで

の四条通 

近景デザイ

ン保全区域

（約１９．０

ヘクタール）

堀川通東詰か

ら東大路通東

詰までの四条

通の境界線か

らの水平距離

が３０メート

ル以内の別図

１９に示す範

囲 

１  建築物等は，アイストップとな

る東山や西山の山並みと四条通

沿道の中高層建築物等によって

一体的に構成される良好な景観

を阻害してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋上部は，良好なス

カイラインの形成に資するも

のとすること。 

  建築物等の各部は，山並みの

良好な眺めを阻害しないもの

とするとともに，優れた沿道景

観を形成するものとすること。

  良好な通りの眺めの保全及

び形成に支障となる建築設備，

工作物等を設けないこと。 

通りの

眺め 

２０ 五

条通 

堀川通東詰

から東大路

通東詰まで

の五条通 

近景デザイ

ン保全区域

（約２３．８

ヘクタール）

堀川通東詰か

ら東大路通東

詰までの五条

通の境界線か

らの水平距離

が３０メート

ル以内の別図

２０に示す範

囲 

１  建築物等は，アイストップとな

る東山や西山の山並みと五条通

沿道の中高層建築物等によって

一体的に構成される良好な景観

を阻害してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋上部は，良好なス



カイラインの形成に資するも

のとすること。 

  建築物等の各部は，山並みの

良好な眺めを阻害しないもの

とするとともに，優れた沿道景

観を形成するものとすること。

  良好な通りの眺めの保全及

び形成に支障となる建築設備，

工作物等を設けないこと。 

 ２１ 産

寧坂伝統

的建造物

群保存地

区内の通

り 

産寧坂伝統

的建造物群

保存地区内

の道路 

近景デザイ

ン保全区域

（約１６４．

３ヘクター

ル） 

産寧坂伝統的

建造物群保存

地区の地区界

からの水平距

離が５００メ

ートル以内の

別図２１に示

す範囲 

１ 建築物等は，産寧坂沿道の伝統

的建造物群等及びその背景にあ

る空間によって一体的に構成さ

れる良好な景観を阻害してはな

らない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，歴史的な

町並みの良好な眺めを阻害し

ないものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，歴史的な町並みとの調和に

配慮したものとすること。  

  良好な通りの眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

水辺の

眺め 

２２ 濠

川・宇治

川派流 

美観地区内

の濠川・宇治

川派流に架

かる橋（津知

橋，上板橋，

常盤橋，いも

のや橋，丹波

橋，枡形橋，

下板橋，土

橋，聚楽橋，

毛利橋，大手

橋，阿波橋，

伏見であい

橋，肥後橋，

近景デザイ

ン保全区域

（約３０．７

ヘクタール）

美観地区内の

濠川・宇治川

派流の河川界

又は当該河川

沿いの道路等

の境界線から

の水平距離が

２０メートル

以内の別図２

２に示す範囲 

１ 建築物等は，濠川及び宇治川派

流並びにその周辺の樹木，建築物

等によって一体的に構成される

良好な景観を阻害してはならな

い。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板その他の



京橋，蓬莱

橋，弁天橋）

及び当該河

川敷内の道

並びに河岸

沿いの道路 

金属板で葺かれていること。

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，河川沿い

の樹木等と調和し，良好な水辺

の眺めを形成するものとする

こと。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，河川沿いの樹木等との調和

に配慮したものとすること。 

  良好な水辺の眺めの保全及

び形成に支障となる建築設備，

工作物等を設けないこと。 

 ２３－１ 

琵琶湖疏

水 

川端通から

疏水記念館

前までの琵

琶湖疏水に

架 か る 橋 

(秋月橋，熊

野橋，徳成

橋，冷泉橋，

二条橋，慶流

橋及び広道

橋） 

近景デザイ

ン保全区域

（約１６．０

ヘクタール）

川端通から疏

水記念館まで

の琵琶湖疏水

の疏水界又は

当該疏水沿い

の道路の境界

線からの水平

距離が２０メ

ートル又は３

０メートル以

内の別図２３

に示す範囲 

１ 建築物等は，琵琶湖疏水及びそ

の周辺の樹木，建築物等によって

一体的に構成される良好な景観

を阻害してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根は，勾配屋根又

は屋上緑化等により良好な屋

上の景観に配慮されたものと

すること。  

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，河川沿い

の樹木等や東山の山並みと調

和し，良好な水辺の眺めを形成

するものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，河川沿いの樹木等や東山の

山並みとの調和に配慮したも

のとすること。  

  良好な水辺の眺めの保全及

び形成に支障となる建築設備，

工作物等を設けないこと。 

 ２３－２ 

琵琶湖疏

水からの

東山 

仁王門通琵

琶湖疏水記

念館前付近

の点Ａ（北緯

３５度００

分４２秒，東

経１３５度

４７分１５

秒） 

近景デザイ

ン保全区域

（約９．８ヘ

クタール） 

視点場から真

東を向いて左

右へそれぞれ

２２．５度の

方向に引いた

直線で挟まれ

た，視点場か

らの水平距離

が５００メー

トル以内の別

図２３に示す

範囲 

１ 建築物等は，仁王門通から東を

眺めるときの琵琶湖疏水及びそ

の背景となる東山の山並みによ

って一体的に構成される良好な

景観を阻害してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入



母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板その他の

金属板で葺かれていること。

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，東山の山

並みの良好な眺めを阻害しな

いものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，東山の山並みとの調和に配

慮したものとすること。  

  良好な水辺の眺めの保全及

び形成に支障となる建築設備，

工作物等を設けないこと。 

庭園か

らの眺

め 

２４ 円

通寺 

円通寺｢御幸

御 殿 ｣ の 点

（北緯３５

度３分５１

秒，東経１３

５度４６分

６秒，標高１

１０．２メー 

トル） 

眺望空間保

全区域（約２

５５．８ヘク

タール） 

視点場から比

叡山の方向を

見てそれぞれ

最内側の左の

柱上の点（北

緯３５度３分

５２秒，東経

１３５度４６

分７秒）を通

り引いた直線

と右の柱上の

点（北緯３５

度 ３ 分 ５ １

秒，東経１３

５度４６分７

秒）を通り引

いた直線とで

挟まれた別図

２４－１に示

す範囲 

建築物等の各部分は，標高１１

０．２メートルを超えないこと。 

   近景デザイ

ン保全区域

（約１７．６

ヘクタール）

視点場から円

通寺庭園内の

生け垣のそれ

ぞ れ 北 の 角

（北緯３５度

３分５２秒，

東経１３５度

４６分７秒）

を通り引いた

直線と南の角

（北緯３５度

３分５１秒，

東経１３５度

４６分７秒）

を通り引いた

１ 建築物等は，円通寺の「御幸御

殿」から庭園を眺めるときの，そ

の背景にある比叡山を当該庭園

の一部として一体的に取り込ん

だ良好な景観を阻害してはなら

ない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。 

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ



直線とで挟ま

れた，視点場

からの水平距

離が５００メ

ートル以内の

別図２４－２

に示す範囲 

ていること。 

塔屋を設けないこと。 

建築物等の各部は，借景とし

ての比叡山の良好な眺めを阻

害しないものとすること。 

 建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，山並みとの調和に配慮した

ものとすること。 

 良好な庭園からの眺めの保

全に支障となる建築設備，工作

物等を設けないこと。 

遠景デザイ

ン保全区域

（約３，０１

７．５ヘクタ

ール）

視点場からそ

れぞれ円通寺

庭園内の生け

垣 の 北 の 角

（北緯３５度

３分５２秒，

東経１３５度

４６分７秒）

を通り引いた

直線と南の角

（北緯３５度

３分５１秒，

東経１３５度

４６分７秒）

を通り引いた

直線とで挟ま

れた，別図２

４－３に示す

範囲（近景デ

ザイン保全区

域を除く。） 

建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，山

並みとの調和に配慮したものとす

ること。 

２５ 渉

成園 

渉成園の庭

園で，別図２

５に示す範

囲 

近景デザイ

ン保全区域

（約１１０．

４ヘクター

ル）

視点場の範囲

の境界線から

の水平距離が

５００メート

ル以内の別図

２５に示す範

囲

１ 建築物等は，渉成園の歴史的建

造物，樹木等及びそれらの背景に

ある空間によって一体的に構成

される良好な景観を阻害しては

ならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

 建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。 

塔屋を設けないこと。 

 建築物等の各部は，庭園内の

歴史的建造物等及びその背景

となる東山の山並みの良好な

眺めを阻害しないものとする

こと。 



 建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，渉成園の歴史的建造物，樹

木等及び東山の山並みとの調

和に配慮したものとすること。

 良好な庭園の眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

２６ 賀

茂川右岸

からの東

山 

「御薗橋」付

近の点Ａ（北

緯３５度３

分２６秒，東

経１３５度

４５分３秒）

から「賀茂大

橋」付近の点

Ｂ（北緯３５

度１分４６

秒，東経１３

５度４６分

１６秒）まで

の賀茂川右

岸の河川敷 

近景デザイ

ン保全区域

（約１８７．

６ヘクター

ル）

視点場上の任

意の点から真

東を向いて左

右へそれぞれ

２２．５度の

方向に引いた

直線で挟まれ

た，視点場か

らの水平距離

が５００メー

トル以内の別

図２６に示す

範囲

１ 建築物等は，賀茂川の水辺越し

に見える東山の山並みとその間

に見通される空間により一体的

に構成される良好な景観を阻害

してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

 建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 勾配屋根とすること。

イ 賀茂川に面する場合（道路

等の空地を介して面する場

合を含む。）においては，日

本瓦又は銅板で葺かれてい

ること。

塔屋を設けないこと。

建築物等の各部は，東山の山

並みの良好な眺めを阻害しな

いものとすること。 

 建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，賀茂川沿岸の樹木等及び東

山の山並みとの調和に配慮し

たものとすること。 

 良好な山並みへの眺めの保

全に支障となる建築設備，工作

物等を設けないこと。 

山並み

への眺

め 

２７ 賀

茂川両岸

からの北

山 

「賀茂川通

学橋」付近の

点Ａ（右岸：

北緯３５度

４分２秒，東

経１３５度

４４分４０

秒，左岸：北

緯３５度４

分３秒，東経

１３５度４

４分４２秒）

から「賀茂大

近景デザイ

ン保全区域

（約２０１．

１ヘクター

ル）

視点場の点Ａ

から点Ｂまで

の賀茂川の中

心線上の任意

の点から上流

方向を向いて

左右へそれぞ

れ２２．５度

の方向に引い

た直線で挟ま

れた，視点場

からの水平距

離が５００メ

１ 建築物等は，賀茂川の水辺越し

に見える北山の山並みとその間

に見通される空間によって一体

的に構成される良好な景観を阻

害してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

 建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。 

塔屋を設けないこと。 

 建築物等の各部は，北山の山

並みの良好な眺めを阻害しな



橋」付近の点

Ｂ（右岸：北

緯３５度１

分４６秒，東

経１３５度

４６分１６

秒，左岸：北

緯３５度１

分４８秒，東

経１３５度

４６分１８

秒）までの賀

茂川両岸の

河川敷 

ートル以内の

別図２７に示

す範囲 

いものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，賀茂川沿岸の樹木等及び北

山の山並みとの調和に配慮し

たものとすること。 

  良好な山並みへの眺めの保

全に支障となる建築設備，工作

物等を設けないこと。 

 ２８ 桂

川左岸か

らの西山 

「渡月橋」付

近の点Ａ（北

緯３５度０

分４９秒，東

経１３５度

４０分４０

秒）から「桂

大橋」付近の

点Ｂ（北緯３

４度５９ 

分３秒，東経

１３５度４

２分５４秒）

までの桂川

左岸の河川

側歩道 

近景デザイ

ン保全区域

（約２７９．

３ヘクター

ル） 

視点場上の任

意の点から河

川側への法線

を中心に左右

へそれぞれ２

２．５度の方

向に引いた直

線 で 挟 ま れ

た，視点場か

らの水平距離

が５００メー

トル以内の別

図２８に示す

範囲 

１ 建築物等は，桂川の水辺越しに

見える西山の山並みとその間に

見通される空間によって一体的

に構成される良好な景観を阻害

してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，西山の山

並みの良好な眺めを阻害しな

いものとすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，桂川沿岸の樹木等及び西山

の山並みとの調和に配慮した

ものとすること。 

  良好な山並みへの眺めの保

全に支障となる建築設備，工作

物等を設けないこと。 

「しる

し」へ

の眺め 

２９ 賀

茂川右岸

か ら の

｢大文字｣ 

「北大路橋」

付近の点Ａ

（北緯３５

度２分４１

秒，東経１３

５度４５分

４２秒，標高

６７．６８３

メートル）か

ら賀茂大橋

付近の点Ｂ

（北緯３５

度１分４６

眺望空間保

全区域（約２

６９．９ヘク

タール） 

視対象となる

「大」の底辺

上に位置する

点ａ（北緯３

５度１分２７

秒，東経１３

５度４８分１

４秒，標高２

９０.９８６

メートル）及

び点ｂ（北緯

３５度１分１

９秒，東経１

建築物等の各部分は，区域の範囲

に規定する「標高面」を超えてはな

らない。 



秒，東経１３

５度４６分

１６秒，標高

４９．４８７

メートル）ま

での賀茂川

右岸の河川

敷 

３５度４８分

１０秒，標高

２９０.９８

６メートル）

並びに視点場

上の任意の点

に高さ１．５

メートルを加

えて得られる

点の３点を頂

点とする三角

形の面（標高

面）を水平に

投影した別図

２９－１に示

す範囲 

   近景デザイ

ン保全区域

（約８９．３

ヘクタール）

視点場上の任

意 の 点 か ら

「大」の中心

を向いて左右

へそれぞれ２

２．５度の方

向に引いた直

線 で 挟 ま れ

た，視点場か

らの水平距離

が５００メー

トル以内の別

図２９－２に

示す範囲 

１ 建築物等は，賀茂川右岸から眺

める「大文字」及びその間に見通

される空間によって一体的に構

成される良好な景観を阻害して

はならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 勾配屋根とすること。 

イ 賀茂川に面する場合（道路

等の空地を介して面する場

合を含む。）においては，日

本瓦又は銅板で葺かれてい

ること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，「大文字」

及びその周辺の山並みの良好

な眺めを阻害しないものとす

ること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，山並みとの調和に配慮した

するものとすること。 

  「大文字」への眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

   遠景デザイ

ン保全区域

（約１，６８

６．３ヘクタ

ール） 

視点場の点Ａ

から「大」の

中心を向いて

左へ２２．５

度の方向に引

建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，山

並みとの調和に配慮したものとす

ること。 



いた直線，視

点場の点Ｂか

ら「大」の中

心を向いて右

へ２２．５度

の方向に引い

た直線及び視

点場で囲われ

た別図２９－

３に示す範囲

（近景デザイ

ン保全区域を

除く。） 

 ３０ 高

野川左岸

か ら の

｢法｣ 

疏水分線付

近の点Ａ（北

緯３５度２

分３９秒，東

経１３５度

４６分５０

秒，標高６

６．２２５メ

ートル）から

「高野橋」の

北側の点Ｂ

（北緯３５

度２分３６

秒，東経１３

５度４６分

４８秒，標高

６４．４０８

メートル）ま

での高野川

左岸の河川

敷 

眺望空間保

全区域（約１

１．１ヘクタ

ール） 

視対象となる

「法」の底辺

上に位置する

点ａ（北緯３

５度３分１５

秒，東経１３

５度４７分７

秒，標高１２

２.３３９メ

ートル）及び

点ｂ（北緯３

５度３分１５

秒，東経１３

５度４７分１

３秒，標高１

２２.３３９

メートル）並

びに視点場上

の任意の点に

高さ１．５メ

ートルを加え

て得られる点

の３点を頂点

とする三角形

の面（標高面）

を水平に投影

した別図３０

－１に示す範

囲 

建築物等の各部分は，区域の範囲

に規定する「標高面」を超えてはな

らない。 

   近景デザイ

ン保全区域

（約１４．０

ヘクタール）

視点場上の任

意 の 点 か ら

「法」の中心

を向いて左右

へそれぞれ２

２．５度の方 

１ 建築物等は，高野川左岸から眺

める「法」及びその間に見通され

る空間によって一体的に構成さ

れる良好な景観を阻害してはな

らない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる



    向に引いた直

線 で 挟 ま れ

た，視点場か

らの水平距離

が５００メー

トル以内の別

図３０－２に

示す範囲 

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 勾配屋根とすること。 

イ 高野川に面する場合（道路

等の空地を介して面する場

合を含む。）においては，日

本瓦又は銅板で葺かれてい

ること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，「法」及

びその周辺の山並みの良好な

眺めを阻害しないものとする

こと。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，山並みとの調和に配慮した

ものとすること。 

  「法」への眺めの保全に支障

となる建築設備，工作物等を設

けないこと。 

   遠景デザイ

ン保全区域

（約６，２３

８．３ヘクタ

ール） 

視点場の点Ｂ

から「法」の

中心を向いて

左右へそれぞ

れ２２．５度

の方向に引い

た直線で挟ま

れた，別図３

０－３に示す

範囲（近景デ

ザイン保全区

域を除く。） 

建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，山

並みとの調和に配慮したものとす

ること。 

 ３１ 北

山通から

の｢妙｣ 

北山通のノ

ートルダム

小学校前交

差点の点（北

緯３５度３

分５秒，東経

１３５度４

６分２３秒，

標高６８．１

６５メート

ル） 

眺望空間保

全区域（約

５．０ヘクタ

ール） 

視対象となる

「妙」の底辺

上に位置する

点ａ（北緯３

５度３分１９

秒，東経１３

５度４６分２

６秒，標高９

６.９６７メ

ートル）及び

点ｂ（北緯３

５度３分１９

秒，東経１３

５度４６分３

５秒，標高９

建築物等の各部分は，区域の範囲

に規定する「標高面」を超えてはな

らない。 



６.９６７メ

ートル）並び

に視点場の点

に高さ１．５

メートルを加

えて得られる

点の３点を頂

点とする三角

形の面（標高

面）を水平に

投影した別図

３１－１に示

す範囲

近景デザイ

ン保全区域

（約９．８ヘ

クタール）

視 点 場 か ら

「妙」の中心

を向いて左右

へそれぞれ２

２．５度の方

向に引いた直

線 で 挟 ま れ

た，視点場か

らの水平距離

が５００メー

トル以内の別

図３１－２に

示す範囲

１ 建築物等は，北山通から眺める

「妙」及びその間に見通される空

間によって一体的に構成される

良好な景観を阻害してはならな

い。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

 建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。 

塔屋を設けないこと。 

 建築物等の各部は，「妙」及

びその周辺の山並みの良好な

眺めを阻害しないものとする

こと。 

建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，山並みとの調和に配慮した

ものとすること。 

 「妙」への眺めの保全に支障

となる建築設備，工作物等を設

けないこと。 

遠景デザイ

ン保全区域

（約６，１０

６．６ヘクタ

ール）

視 点 場 か ら

「妙」の中心

を向いて左右

へそれぞれ２

２．５度の方

向に引いた直

線 で 挟 ま れ

た，別図３１

－３に示す範

囲（近景デザ

イン保全区域

を除く。）

 建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，山

並みとの調和に配慮したものとす

ること。 



 ３２ 賀

茂川左岸

か ら の

｢船｣ 

 

「上賀茂橋」

北側の点Ａ

（北緯３５

度３分１７

秒，東経１３

５度４５分

１４秒，標高

７９．９５６

メートル）か

ら「北山大

橋」北側の点

Ｂ（北緯３５

度３分７秒，

東経１３５

度４５分２

７秒，標高７

６．４８６メ

ートル）まで

の賀茂川左

岸の河川敷 

眺望空間保

全区域（約４

４．３ヘクタ

ール） 

近景デザイ

ン保全区域

（約２６．９

ヘクタール）

視対象となる

「船」の底辺

上に位置する

点ａ（北緯３

５度３分５５

秒，東経１３

５度４３分５

８秒，標高２

００.４０７

メートル）及

び点ｂ（北緯

３５度４分０

秒，東経１３

５度４４分１

２秒，標高２

００.４０７

メートル）並

びに視点場上

の任意の点に

高さ１．５メ

ートルを加え

て得られる点

の３点を頂点

とする三角形

の面（標高面）

を水平に投影

した別図３２

－１に示す範

囲 

視点場上の任

意 の 点 か ら

「船」の中心

を向いて左右

へそれぞれ２

２．５度の方

向に引いた直

線 で 挟 ま れ

た，視点場か

らの水平距離

が５００メー

トル以内の別

図３２－２に

示す範囲 

建築物等の各部分は，区域の範囲

に規定する「標高面」を超えてはな

らない。 

１ 建築物等は，賀茂川左岸から眺

める「船」及びその間に見通され

る空間によって一体的に構成さ

れる良好な景観を阻害してはな

らない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，「船」及

びその周辺の山並みの良好な

眺めを阻害しないものとする

こと。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，山並みとの調和に配慮した

ものとすること。 

  「船」への眺めの保全に支障

となる建築設備，工作物等を設

けないこと。 



   遠景デザイ

ン保全区域

（約５，４７

０．９ヘクタ

ール） 

視点場の点Ｂ

から「船」の

中心を向いて

左右へそれぞ

れ２２．５度

の方向に引い

た直線で挟ま

れた，別図３

２－３に示す

範囲（近景デ

ザイン保全区

域を除く。） 

 建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，山

並みとの調和に配慮したものとす

ること。 

眺望空間保

全区域（約１

０１．２ヘク

タール） 

 

視対象となる

「鳥居」の底

辺上に位置す

る点ａ（北緯

３５度１分３

７秒，東経１

３５度４０分

４秒，標高１

１１.８１６

メートル）及

び点ｂ(北緯

３５度１分４

１秒，東経１

３５度４０分

８秒，標高１

１１.８１６

メートル）並

びに視点場上

の任意の点に

高さ１．５メ

ートルを加え

て得られる点

の３点を頂点

とする三角形

の面（標高面）

を水平に投影

した別図３３

－１に示す範

囲 

建築物等の各部分は，区域の範囲

に規定する「標高面」を超えてはな

らない。 

 ３３ 桂

川左岸か

ら の ｢ 鳥

居｣ 

嵯峨芸術大

学前の点Ａ

（北緯３５

度０分３５

秒，東経１３

５度４１分

２２秒，標高

３５．５９４

メートル）か

ら松尾橋東

詰の点Ｂ（北

緯３５度０

分７秒，東経

１３５度４

１分２５秒，

標高３３．７

６１メート

ル）までの桂

川左岸の河

川側の歩道 

近景デザイ

ン保全区域

（約４４．３

ヘクタール）

視点場上の任

意 の 点 か ら

「鳥居」の中

心を向いて左

右へそれぞれ

２２．５度の

方向に引いた

直線で挟まれ

１ 建築物等は，桂川左岸から眺め

る「鳥居」及びその間に見通され

る空間によって一体的に構成さ

れる良好な景観を阻害してはな

らない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 



た，視点場か

らの水平距離

が５００メー

トル以内の別

図３３－２に

示す範囲 

  建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，「鳥居」

及びその周辺の山並みの良好

な眺めを阻害しないものとす

ること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，山並みとの調和に配慮した

ものとすること。 

  「鳥居」への眺めの保全に支

障となる建築設備，工作物等を

設けないこと。 

   遠景デザイ

ン保全区域

（約２，９０

２．２ヘクタ

ール） 

視点場の点Ａ

から「鳥居」

の中心を向い

て右へ２２.

５度の方向に

引いた直線，

視点場の点Ｂ

から「鳥居」

の中心を向い

て左へ２２.

５度の方向に

引いた直線及

び視点場で囲

われた別図３

３－３に示す

範囲（近景デ

ザイン保全区

域を除く。） 

建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，山

並みとの調和に配慮したものとす

ること。 

 ３４ 西

大路通か

ら の ｢ 左

大文字｣ 

平野神社前

付近の交差

点の点Ａ（北

緯３５度１

分５４秒，東

経１３５度

４３分５３

秒，標高６

８．１００メ

ートル）から

円町交差点

の点Ｂ（北緯

３５度１分

７秒，東経１

３５度４３

分５５秒，標

高４４．１０

眺望空間保

全区域（約１

３．０ヘクタ

ール） 

 

 

視対象となる

「左大文字」

の底辺上に位

置 す る 点 ａ

（北緯３５度

２分３３秒，

東経１３５度

４ ３ 分 ５ １

秒，標高１６

８.０７３メ

ートル）及び

点ｂ(北緯３

５度２分３５

秒，東経１３

５度４３分５

５秒，標高１

６８.０７３

建築物等の各部分は，区域の範囲

に規定する「標高面」を超えてはな

らない。 



０メートル）

までの西大

路通 

メートル）並

びに視点場上

の任意の点に

高さ１．５メ

ートルを加え

て得られる点

の３点を頂点

とする三角形

の面（標高面）

を水平に投影

した別図３４

－１に示す範

囲

近景デザイ

ン保全区域

（約１４．９

ヘクタール）

視点場の点Ａ

から真北へ５

００メートル

の位置から視

点場の点Ｂま

での西大路通

の境界線等か

らの水平距離

が２５ｍ以内

の別図３４－

２に示す範囲 

１ 建築物等は，西大路通から眺め

る「左大文字」及びその間に見通

される空間によって一体的に構

成される良好な景観を阻害して

はならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

 建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。 

塔屋を設けないこと。 

 建築物等の各部は，「左大文

字」及びその周辺の山並みの良

好な眺めを阻害しないととも

に，西大路通の優れた沿道景観

を形成するものとすること。 

建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，山並みとの調和に配慮した

ものとすること。 

 「左大文字」への眺めの保全

に支障となる建築設備，工作物

等を設けないこと。 

３５ 船

岡山公園

か ら の

｢ 大 文

字 ｣ ，

｢ 妙 ｣ ，

「 法 ｣ ，

「 船 ｣ ，

｢ 左 大 文

字｣ 

船岡山公園

の点Ａ（北緯

３５度２分

２３秒，東経

１３５度４

４分３４秒，

標高９８．１

８６メート

ル） 

眺望空間保

全区域（約１

１２．２ヘク

タール）

視対象となる

「 大 文 字 」，

「妙」，「法」

のそれぞれに

おいて，底辺

上に位置する

点ａ及び点ｂ

並びに視点場

の点Ａに高さ

１．５メート

ルを加えて得

られる点の３

点を頂点とす

建築物等の各部分は，区域の範囲

に規定する「標高面」を超えてはな

らない。 



る三角形の面

（標高面）を

水平に投影し

た別図３５－

１に示す範囲 

 

※各「しるし」

におけるａ点

及びｂ点の位

置及び標高に

ついては，２

９，３０及び

３１を参照 

   近景デザイ

ン保全区域

（約２０．４

ヘクタール）

視点場の点Ａ

からそれぞれ

「大文字」の

中心を向いて

右へ２２．５

度の方向に引

い た 直 線 と

「妙」の中心

を向いて左へ

２２．５度の

方向に引いた

直線とで挟ま

れた，視点場

からの水平距

離が５００メ

ートル以内の

別図３５－２

に示す範囲 

１ 建築物等は，船岡山公園から眺

める「大文字」，「妙」，「法」の各

しるし及びそれぞれの間に見通

される空間によって一体的に構

成される良好な景観を阻害して

はならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，各しるし

及びそれらの周辺の山並みの

良好な眺めを阻害しないもの

とすること。 

  建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，山並みとの調和に配慮した

ものとすること。 

  各しるしへの眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

   遠景デザイ

ン保全区域

（約８，２３

３．７ヘクタ

ール） 

視点場の点Ａ

からそれぞれ

「大文字」の

中心を向いて

右へ２２．５

度の方向に引

い た 直 線 と

「妙」の中心

を向いて左へ

２２．５度の 

 建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，

山並みとの調和に配慮したもの

とすること。 



    方向に引いた

直線とで挟ま

れた，別図３

５－３に示す

範囲（近景デ

ザイン保全区

域を除く。） 

 

  船岡山公園

の点Ｂ（北緯

３５度２分

２１秒，東経

１３５度４

４分２８秒，

標高１１０．

０２０メー

トル） 

眺望空間保

全区域（約５

９．８ヘクタ

ール） 

視対象となる

「船」，「左大

文字」のそれ

ぞ れ に お い

て，底辺上に

位置する点ａ

及び点ｂ※並

びに視点場の

点 Ｂ に 高 さ

１．５メート

ルを加えて得

られる点の３

点を頂点とす

る三角形の面

（標高面）を

水平に投影し

た別図３５－

１に示す範囲 

 

※各「しるし」

におけるａ点

及びｂ点の位

置及び標高に

ついては，３

２及び３４を

参照 

建築物等の各部分は，区域の範囲

に規定する「標高面」を超えてはな

らない。 

 

 

   近景デザイ

ン保全区域

（約２１．５

ヘクタール）

視点場の点Ｂ

からそれぞれ

「船」の中心

を向いて右へ

２２．５度の

方向に引いた

直線と「左大

文字」の中心

を向いて左へ

２２．５度の

方向に引いた

直線とで挟ま

れた，視点場

からの水平距

離が５００メ

ートル以内の

別図３５ ２

１ 建築物等は，船岡山公園から眺

める「船」，「左大文字」の各しる

し及びそれぞれの間に見通され

る空間によって一体的に構成さ

れる良好な景観を阻害してはな

らない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

  建築物の屋根は，勾配屋根と

すること。 

  塔屋を設けないこと。 

  建築物等の各部は，各しるし

及びそれらの周辺の山並みの

良好な眺めを阻害しないもの

とすること。 

建築物等の外壁 屋根等の色



別図３５－２

に示す範囲 

 建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，山並みとの調和に配慮した

ものとすること。 

 各しるしへの眺めの保全に

支障となる建築設備，工作物等

を設けないこと。 

遠景デザイ

ン保全区域

（約１２，８

９５．５ヘク

タール）

視点場の点Ｂ

からそれぞれ

「船」の中心

を向いて右へ

２２．５度の

方向に引いた

直線と「左大

文字」の中心

を向いて左へ

２２．５度の

方向に引いた

直線とで挟ま

れた，別図３

５－３に示す

範囲（近景デ

ザイン保全区

域を除く。） 

建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，山

並みとの調和に配慮したものとす

ること。 

見晴ら

しの眺

め 

３６ 鴨

川に架か

る橋から

の鴨川 

賀茂大橋か

ら塩小路橋

までの鴨川

に架かる橋

（賀茂大橋，

荒神橋，丸太

町橋，二条大

橋，御池大

橋，三条大

橋，四条大

橋，団栗橋， 

松原橋，五条

大橋，正面

橋，七条大橋

及び塩小路

橋） 

近景デザイ

ン保全区域

（約５２８．

５ヘクター

ル）

賀茂大橋から

塩小路橋まで

の鴨川に架か

る各橋の中心

から水平距離

が５００メー

トル以内の別

図３６に示す

範囲

１ 建築物等は，鴨川の橋上から望

見できる河川，山並みが一体とな

って構成される良好な景観を阻

害してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

 建築物等の各部は，良好な水

辺の景観を形成するものとす

ること。 

 建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，水辺又は山並みとの調和に

配慮したものとすること。 

 良好な見晴らしの眺めの保

全及び形成に支障となる建築

設備，工作物等を設けないこ

と。 

３７ 渡

月橋下流

からの嵐

山一帯 

渡月橋下流

の桂川左岸

の歩道上の

点Ａ（北緯３

５度０分４

９秒，東経１

近景デザイ

ン保全区域

（約５６．６

ヘクタール）

視点場からの

水平距離が５

００メートル

以内で，視点

場の点Ａから

渡月橋の中心

１ 建築物等は，桂川の両岸から望

見できる河川，山並みが一体とな

って構成される良好な景観を阻

害してはならない。 

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ



３５度４０

分４２秒） 

を向いて左右

へそれぞれ９

０度以内の別

図３７に示す

範囲 

渡月橋下流

の桂川右岸

の嵐山公園

内の点Ｂ（北

緯３５度０

分４４秒，東

経１３５度

４０分４４

秒） 

視点場の点Ｂ

からの水平距

離が５００メ

ー ト ル 以 内

で，視点場か

ら小倉山の山

頂を向いて左

右へそれぞれ

９０度以内の

別図３７に示

す範囲 

ならない。 

 建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 特定勾配屋根とすること。

イ 形状は，切妻，寄棟又は入

母屋とすること。

ウ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。

塔屋を設けないこと。

建築物等の各部は，水辺及び

その背景となる山並みの良好

な眺めを阻害しないものとす

ること。 

 建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，水辺又は山並みとの調和に

配慮したものとすること。 

 良好な見晴らしの眺めの保

全に支障となる建築設備，工作

物等を設けないこと。 

見下ろ

しの眺

め 

３８ 大

文字山か

らの市街

地 

大文字山の

弘法大師堂

前の点（北緯

３５度１分

２３秒，東経

１３５度４

８分１６秒） 

近景デザイ

ン保全区域

（約２２．３

ヘクタール）

視点場からそ

れぞれ高野交

差点の中心を

通り引いた直

線と東福寺交

差点の中心を

通り引いた直

線とで挟まれ

た，視点場か

らの水平距離

が５００メー

トル以内の別

図３８－１に

示す範囲

１ 建築物等は，大文字山から見下

ろすときの市街地と周辺の山並

みが一体となって構成される良

好な景観を阻害してはならない。

２ 建築物等は，次の各号に掲げる

基準に適合するものでなければ

ならない。 

 建築物の屋根については，以

下によること。 

ア 勾配屋根とすること。

イ 日本瓦又は銅板で葺かれ

ていること。

建築物等の外壁，屋根等の色

彩は，禁止色を用いないことと

し，周辺の自然景観との調和に

配慮したものとすること。 

 良好な見下ろしの眺めの保

全に支障となる建築設備，工作

物等を設けないこと。 

遠景デザイ

ン保全区域

（約２２，９

０４．６ヘク

タール）

視点場からそ

れぞれ高野交

差点の中心を

通り引いた直

線と東福寺交

差点の中心を

通り引いた直

線とで挟まれ

た，別図３８

－２に示す範

建築物等の外壁，屋根等の色彩

は，禁止色を用いないこととし，山

並み又は市街地の良好な町並みと

の調和に配慮したものとすること。



囲（近景デザ
イン保全区域
を除く。）



２ 指定の効力が生じる年月日

平成２３年４月１日 

３ 関係図書の縦覧場所 

京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町４８８番地

京都市都市計画局都市景観部市街地景観課及び風致保全課

（都市計画局都市景観部市街地景観課） 




